
MaskCheckerは、PDF内の文字列や図をマスクしてマスクした箇所のデータ

を消去・文字列置換または、マーキングするためのシステムです。マスクした

箇所の情報をCSVファイルとして出力することができます。OpenFlowコンポー

ネントとして作動させる事により、バッチ処理形式でも実行可能です。

範囲指定マスク

文字選択マスク

一括マスク

マスク削除

報告書のヘッダ・フッタの付替に

柔軟なオプション設定

一つずつまたは一括で文書内の文字列を
検索してマスク箇所を指定することが可能

指定したマスクを他のページの同じ箇所に
複製することが可能

アクション実行後はマスクした文字列の
データは消去 …etc

文字列の置換機能

文書を公開する際に特定文字列を別の
文字列で置換する機能

元文字列の大きさに合わせて置換文字
サイズを調整（太字、斜体、下線対応）

置換される文字列が注釈で表示される
ので一目でわかる …etc

報告書のWEBへの公開に

CSVを出力

アクションを実行

処理前 処理後

CSV出力でマスクした
箇所の確認！

[アクションを実行]でマス
クした箇所を加工！

Enterprise Document Solutions

PDF内の文字列や図をマスクして除去・置換

多彩なマスク指定が可能

文字列のデータ
は消去されます

マスクパターン名、
マスク事由、マスク担
当者名などの情報も

出力されます

データ削除（確認用）

データ削除（黒塗り）

文字列置換

データ削除

オブジェクト削除

ブランク（マーキング用）
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